
 
 
 
平成23年2月期第2四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成22年3月1日～平成22年8月31日) 

 
平成23年2月期通期個別業績予想数値の修正（平成22年3月1日～平成23年2月28日） 

（注）当社は平成23年２月期より連結財務諸表を作成しておりませんので、平成23年２月期第２四半期累計期間及び平成2
3年２月期通期については、個別数値を記載しております。 
なお、平成22年２月期連結会計年度まで連結財務諸表を作成していたため、平成22年２月期第２四半期累計期間及び平
成22年２月期通期については、平成22年２月期第２四半期連結累計期間及び平成22年２月期連結会計年度について記載
しております。 

修正の理由 
 第２四半期累計期間において、売上高が業績予想を98百万円下回る見込みとなりました。 
 この要因としては、一点目に、経営の効率化のためスープカレー「心」大阪ビジネスパーク店を営業譲渡したことに伴い、
計画していた売上高（12百万円）が０円となったことによるものであります。 
 二点目に、店舗において、第１四半期会計期間と比べて来店客数は増加傾向にあるものの、競合他店との価格競争や
消費者の低価格志向により客単価が大幅に減少し、売上高が計画を２割程度下回ったことによるものであります。これに
伴う業績予想との差異が47百万円となっております。 
 三点目に、売上高の計上方法の違いによる差異の39百万円であります。前回の業績予想公表時に当社が運営していた
店舗は、自社保有店舗が６店舗、業務委託契約による業務委託型店舗が６店舗の計12店舗でありました。売上高の計上
方法の違いとは、自社保有店舗においては店舗売上高を売上高として計上し、業務委託型店舗においては人件費及びマ
ージン（業務委託契約に基づく報酬額）を売上高として計上するという点であります。業績予想公表時の計画では、第２四
半期会計期間において業務委託型店舗を全て当社の自社保有店舗とする計画でありましたが、最近の店舗売上動向を勘
案した結果、新たな投資を行うよりも現状維持の方が効率的であるという判断のもと、業務委託型店舗としての運営を継続
することといたしました。 
 
 なお、上記二点目に記述した売上高の減少に伴い、売上原価の削減に努めましたが、売上高の減少を補いきれず、第２
四半期累計期間の営業利益は業績予想を12百万円下回る見込みとなりました。 
 
 第２四半期累計期間の四半期純利益においては、業績予想を47百万円下回る見込みとなりました。これは、経常利益の
段階で13百万円の差異が生じたことと、特別損失として29百万円を計上する見込みとなったことに加えて、特別利益として
見込んでいた５百万円が実現しなかったことによるものであります。特別損失として計上する見込みの29百万円の内訳とし
ては、スープカレー「心」イオンナゴヤドーム前店の店舗撤退損失として18百万円、スープカレー「心」大阪ビジネスパーク店
の減損損失として10百万円であります。また、スープカレー「心」大阪ビジネスパーク店を５百万円の営業権付きで営業譲
渡を行う予定で計画しておりましたが、業績の改善が思うように進まなかったため、無償で営業譲渡を行った結果、特別利
益に５百万円の差異が生じたものであります。 
 なお、当社は平成22年８月16日付「店舗の閉鎖と営業譲渡に関するお知らせ」で開示いたしましたとおり、経営資源をより
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業績予想の修正に関するお知らせ  

 最近の業績動向等を踏まえ、平成22年７月15日に公表した平成23年２月期第２四半期累計期間および平
成23年２月期通期の業績予想を下記の通り修正いたしますので、お知らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 350 △48 △50 △87 △1,782.64
今回発表予想(B) 251 △60 △63 △134 △2,747.01
増減額(B-A) △98 △12 △13 △47
増減率(%) △28.3 ― ― ―
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年2月期第2四半期）

336 △70 △86 △104 △2,148.99

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 880 △50 △55 △95 △1,946.56
今回発表予想(B) 500 △92 △97 △173 △3,550.26
増減額(B-A) △379 △42 △42 △78
増減率(%) △43.1 ― ― ―
（ご参考）前期実績 
（平成22年2月期）

629 △134 △151 △133 △2,735.82



効率的に活用することを目的として、首都圏以外の店舗を整理することを決定しており、第２四半期会計期間において経営
の効率化を優先し、特別損失を計上する見込みとなったものであります。 
 
 平成23年２月期通期業績予想につきましては、業務委託型店舗を現状のまま運営することとした上で、最近の業績動向
を勘案し、売上予想を保守的に見積もった結果、上記業績予想といたしました。 
 
(将来に関する記述等についてのご注意) 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により変動する可能性があります。 

以 上


